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濃く反映 しています。にもかかわ らず,日 本
がこれほどのスピー ドで西洋の思想に塗 り替
えられていったのは,日本のものや空間と微





















「図12気 配」において 『人や物の周 りには
気配があり,それを 「気」といいます。 この








































「日本の家屋は,複 数の柱や梁が寄 り集 まっ
て,そ の気配が重なり合ってできているので
はないかと考えています」 という。洞窟と比
較 し,「柱は象徴的」であ り 「洞窟の物理的
な庇護に対 して,柱 はシンボルのように心の
支えになるのです」と記す。さらに 「洞窟と
柱の形を見ていると,女性のヴァギナと男性
のペニスに似ていることに気づくでしょう」
という。
建築の原点に女性型と男性型があると考え
ている。このあたりはフロイ トの精神分析学
を想起 してしまうが,二元論的に捉える発想
は洋の東西を問わないところがあり,建築の
分類に取 り込むしなやかな黒川の感性が感 じ
られる。
柱を中心に展開してきたのが日本建築の歴
史だとす ると,そこから発生するのが垣根越
しに対話する 「向こう三軒両隣」の意識であ
る。20世後半からの僅か半世紀 に過 ぎないが,
今 日の我々の居住空間は壁を基 にした建築に
取って代わられている。とすれば,洞窟へ引
籠もる居住空間を選択 したことになる。黒川
のいう 「西洋の建築は実体的で,日本の建築
は象徴的」とする西洋建築に居住することに
他ならない。確かに,今 日のわが国の住宅建
築は洞窟 と云って良い様相を示 している。集
合住宅を例に挙げれば,出入 りの口が一箇所
であり,壁に囲まれた空間に居住する形式に
なっており,柱を中心にした数奇屋造 りとは
異なる。 このような居住空間から生まれ出る
日本人の意識が,「向こう三軒両隣」 という
居住空間によって育て られた意識と断絶する
のは当然の帰結といえよう。
従 って日本人の美意識も変化せざるを得な
いであろう。『美 しい国』を求める戦後生ま
れの日本のリーダーが意識する根底に洞窟空
間から生み出された 「美」であるとするな ら
ば,黒川が指摘する日本人の深部にあるアイ
デンティティとは大きく異なる,と いわざる
を得ないのである。 日常の空間に束縛され,
そこから創 りだされる意識の恐ろしさを本書
から読み取ることが出来る。
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